

































































































1 自立援助ホームいっぽ HP　　https://ippo-mirai.com/admission/　　2021年 1月 6日閲覧引用・一部改変。 
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子どもが将来生きていくためには親との関係性・親から受けた虐待について、子ども自身が気付
くことが必要だと述べた。
「―（中略）―。だから私は、私が関わった子どもたちに関しては、やっぱり親自身の課題、
そこに子どもは気付いていく。君の親は、君が憎くてこういうことやったんちゃうよと。ってい
う、やっぱりそこに気付かせていくことが大事かなというふうに思ってます。―（中略）―。子
どもたちはもう分かったと。もう親はいいわ。俺は親のようにはならんように生きてくっていう
ふうに言う子もいるし、でもなかには、やっぱり親の元に戻っていく。やっぱり母親が恋しいっ
ていうかね。そういう子もいます」。
子どもは、まず親を理解し親子関係のなかで自分を見直すことが必要だという。子どものなか
でこのような親子関係の気づきがないと、今後生きていくことにも目標が見いだせないのである。
今回の調査を踏まえ、子どもが社会との接点を持つためのネットワークを作り上げ、子どもが
自分や親子関係を見直すきっかけを作った井上先生の地道な活動には、ただ敬服するばかりであ
る。さまざまな問題を抱えつつ前に進もうと努力する十代の子どもには、ゆるやかに受け入れて
くれる寛容な場所が必要である。ただし、その先に進むには、自分にとって必要なことを一緒に
考えてくれる人の存在が必要であることは改めて言うまでもない。（山田美香）
3．まとめ：親と一緒に暮らすことができない子どものキャリア支援
子どもが親と一緒に暮らすことができない理由は家庭の事情によって様々であるが、共通して
言えるのは、このような子どもたちはキャリア形成に多くの困難を抱えているということである。
まず、キャリアへのイメージをもつという困難である。働く親の姿を見て育つことができない
子どもは、自らのキャリアを考える上で、土台となるキャリアへのイメージをもつことが難しい。
しかし、里親制度の取り組みは、この問題を解決するために役立っている可能性がある。
次に、高校卒業という困難である。現在の日本社会では、キャリアを築くために学歴が必要と
なることが多い。しかし、キャリアを築くために高校卒業資格が必要なのに、高校生活を維持す
るための労働がキャリア形成の足かせとなってしまうのである。
最後に、基本的信頼感をもつという困難である。基本的信頼感とは心理学者のエリクソンが提
唱した概念で、親への信頼感を通して自分の存在価値を肯定的に捉えるという感覚である。生後
最初に出会った大人が信頼できない子どもには、将来の展望をもつことは困難ではないだろうか。
キャリア支援といっても、多くの困難な要因が含まれているため、一概に解決することは難し
い。今回の井上先生の取り組みのような善意による活動が解決の糸口を担っている。善意だけに
留まらない、さらに具体的な支援方法を検討・提案することを今後の課題としたい。（古賀弘之）
今回の調査にご協力いただいた井上陽子先生に感謝申し上げます。
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